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令和６年度 第１回釜石市環境審議会議事録 

１．開催日時   令和6年6月10日（月）10時30分～11時30分 

２．開催場所   釜石市役所 第4庁舎 第7会議室 

３．出席委員   １０名 

菊池恭志委員、大橋祐子委員、 佐々木かよ委員 

高橋幸男委員、山口邦子委員、加藤直子委員、古川幹敏委員 

中馬慶子委員、千葉まき子委員、河東英宜委員 

４．欠席委員   ２名  高澤友子委員、山元一輝委員 

５．傍 聴 人   なし 

６．事 務 局   ５名 

小野市長、平野市民生活部長、二本松生活環境課長、 

山﨑課長補佐、佐々木歩主任 

７．議  題    

（1）報告第１号：令和5年度環境保全事業実施報告 

（2）議案第１号：令和6年度環境保全事業実施計画(一部経過報告を含む) 

（3）報告第２号：環境基本計画の一部変更について 

 

１.開  会 

○二本松生活環境課長が開会を宣言。 

 

２.会議成立報告 

○課長から、委員総数12名中、出席委員10名で過半数に達しており、釜石市環境基本条例第29条第2項

の規定により、本審議会が成立している旨を報告。 

 

  ３.釜石市長挨拶 

○小野市長が挨拶 

 

４.議案審議 

 （1）報告第１号：令和5年度環境保全事業実施報告→全会一致で了承 

（2）議案第１号：令和6年度環境保全事業実施計画(一部経過報告を含む)→全会一致で承認 

（3）報告第２号：環境基本計画の一部変更について→全会一致で了承 

   

 

５.委員からの発言・意見 

  

【委員】脱炭素について、小学生に向けたエコチェックの実施はすごくエコが身近に感じるので良

いと思う。結果等については何かに利用するのか。 

【事務局】結果については集計して項目毎にまとめて学校に報告します。その際、金銀銅メダル(達

成度)を分けております。その後県のサイト「わんこ節電所」への報告をする。 

 

 

【委員】和山湿原保護についてどのような活動をしているのか、例えばイヌワシの生息域やシカに

荒らされているか、水芭蕉の分布等の情報はあるのか。 

【事務局】自然保護指導員においては、和山の水芭蕉やモリアオガエルなどの特徴的な二つについて

経過観察を行っている。年ごとの水芭蕉の生育状況やモリアオガエルの産卵時期が前年と

比べてどうなのか等の報告をいただいている。 

 

 
【委員】熱中症特別警戒アラートについて、発令されたときには、家から出ないように等の指示に

なるのか。 

【事務局】市で指定したクーリングシェルターがありますので涼んでください、と周知するもの。 

【委員】クーリングシェルターについて一番心配しているのは児童であり、炎天下の中登下校は応

援センターやイオン等限られた場所だと困るのではないか。場所を指定するだけではな
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く、児童を学校で涼ませて登下校を調整する等の案も必要ではないか。 

    クーリングシェルター自体は素晴らしいと思うのでどんどん進めてほしい。 

【事務局】熱中症特別警戒アラートは前日に「翌日の状況」によって発令されるので、前日の発表を 

もって今後も対策を考えていく。 

【市長】児童の登下校は買い食いの禁止といった理由でコンビニやイオン等によりことが寄ること

が許可されてないことがある。熱中症特別警戒アラートが出てもこのままでは整合性が取

れていないので、それも含めて検討しなければならないと思っている。 

 
   

 


